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永
続
的
移
動
の
率
は
低
い
。

恒
久
的
な
地
域
間
移
動
者
は
人
口

の
お
よ
そ
一

全
般
に
及
び

程
度
の
差
こ
そ
あ
る
も
の
の
国
全
体
に
行
き
渡
っ
て
い
る
。

七

過
去
三
十
年

に
わ
た
り
済
実
な
進
展
を
遂
げ
て
お
り
、

変
化
の
波
は
社
会
の
ほ
ぼ

タ
イ
に
お
け
る
社
会
経
済
的
変
化
は
‘

1
1

概

論

I
I

韓
国
に
比
べ
れ
ば
劇
的
で
は
な
い
が
、 田植えをする農村婦人、東北タイスリン県にて
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経
済
成
長
の
原
動
力
は
工
業
、

と
く
に
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
が
、

労

一
九
八
四
年
ま
で
毎
年
平
均
四
・
ニ
％
の
上
昇
を
維
持
し
て
い
る
。

り
の
国
内
総
生
産
は

一
九
八
四
年
に
U
S
$
八
六

0
に
達
し
、

一
九
六
五
年
か
ら

し‘

一
人
当

経
済
社
会
発
展
指
標
は
、
過
去
二
十
年
間
の
順
調
な
進
展
を
示
し
て
い
る
。

国

A
、
社
会
経
済
的
変
化

得
ら
れ
た
タ
イ
の
移
動
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
（
バ
ン
コ
ク
、
日
付
無
し
）
》
本
報
告
書
は
、
以
上
の
情
報
源
か
ら

理
府

を
対
象
に
行
っ
た
移
動
に
関
す
る
特
別
レ
ポ
ー
ト
が
、
国
家
統
計
局

(
N
S
O
)
に
よ

っ
て
一
九
八

0
年
の
国
勢
調
査
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
。
《
1
C
h
i
n
t
a
n
a
 P
e
j
a
r
a
n
o
n
d
a
,
 

国
家
統
計
局
(
N
S
O
)
、

内
総
生
産

(
G
D
P
)
は
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
七
三
年
ま
で
年
平
均
七
•
八
％
上
昇

一
九
七
三
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
は
六
•
八
％
上
昇
し
て
い
る
。

バ
ン
コ
ク
首
都
隅
及
び
周
辺
へ
の
移
動
者
調
杏

調
査
で
、

バ
ン
コ
ク
以
外
に
五
地
区
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

《
2

タ
イ
‘

総

一
九
七
四
年
以
来
九
回
調
壺
を
行
っ
て
き
た
。

最
も
新
し
い
の
は
一
九
八
四
年
の

さ
ら
に
N
S
O
は‘

バ
ン
コ
ク
首
都
圏
お
よ
び
そ
の
周
辺
へ
の
移
動
者
に
つ
い
て
、

し
）
》
調
森
‘

サ
プ
ジ
ェ
ク
ト
・
レ
ポ
ー
ト
蜘

2

（
バ
ン
コ
ク
、
国
家
統
計
局
、

日
付
無

S
i
d
n
e
y
 G
o
l
d
s
t
e
i
n
 
a
n
d
 
A
l
i
c
e
 
Goldstein, 
人
口
移
動
、

一
九
八

0
年
人
口
住
宅

は
ヽ

首
都
圏
お
よ
び
そ
れ
以
外
に
分
け
て
表
に
さ
れ
た
。

人
口
の
一
パ
ー
セ
ン
ト

年
未
満
の
場
合
は
以
前
の
居
住
地
を
訊
ね
て
い
る
。

現
在
お
よ
び
以
前
の
居
住
地

人
口
と
住
居
に
関
す
る
調
杏
で
は
、
出
生
地
、

現
在
の
場
所
で
の
居
住
年
数
‘

五

と
毎
年
行
わ
れ
る
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
へ
の
移
動
者
調
査
で
あ
る
。

一
九
八

0
年
の

タ
イ
の
人
口
移
動
に
関
す
る
情
報
源
は
お
も
に
二
つ
、

十
年
ご
と
の
国
勢
調
在

移
動
は
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
。

農
村
部
で
移
動
し
て
い
る
が
、

別
の
人
口
の
流
れ
、

と
り
わ
け
都
市
部
で
の
人
口

そ
れ
か
ら
考
え
れ
ば
タ
イ
の
人
口
は
非
常
に
流
動
的
で
あ
る
。

移
動
者
の
大
半
は
、

パ
ー
セ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
‘
循
環
性
の
一
時
的
移
動
は
一
般
的
で
あ
り
、

- 3 -



の
そ
れ
に
は
ば
等
し
く

小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
九
七
％
と
一

0
-
%
、
中
学
校
で

に
‘
中
学
校
で
一
七
％
か
ら
一
―
九
％
に
上
昇
し
て
い
る
。

女
子
の
就
学
率
は
男
子
そ
の

ル
で
学
校
に
入
学
し
て
い
る
す
べ
て
の
年
齢
の
生
徒
の
数
で
あ
り
、

そ
の
レ
ベ
ル

0
年
か
ら
一
九
八

0
年
の
間
に

総
就
学
率
《

5

総
就
学
率
は

特
定
の
レ
ベ

に
あ
て
は
ま
る
年
齢
の
人
口
に
た
い
す
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
表
さ
れ
る
。

た
め
数
値
が
一

0
0
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
。
》
は
小
学
校
で
八
三
％
か
ら
九
九
％

杜
会
発
展
の
程
度
を
示
す
も
う
ひ
と
つ
の
指
標
が
、
就
学
率
で
あ
る
。

一
九
七

へ
の
移
動
に
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。

と
に
も
反
映
し
て
い
る
。

女
性
の
移
動
率
は
男
性
を
上
回
り
、

と
く
に
バ
ン
コ
ク

の
従
事
者
が
幾
分
少
な
い
。

女
性
の
労
働
の
積
極
的
参
加
は
‘

移
動
者
の
多
い
こ

工
業
部
門

労
働
統
計
年
鑑

（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
）

A ヽ

一
九
八
二
年
七
ー
九
月
労
働
カ
サ
ン
プ

•
六
％
は
失
業
し
て
い
る
。
《
4

International 

0
 ffice, 

の
五
九
％
近
く
は
‘
お
も
に
農
業
に
従
事
す
る
無
給
の
家
内
労
働
者
で
あ
り
、

四

労
働
力
の
四
七
•
六
％
は
女
性
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
で
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
四
二
％
か
ら
五
二
％
に
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い
る
。

ド
大
学
出
版
部
、

九
歳
の
人
口
の
う
ち
、

性
で
七
四
％
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
で
は
就
労
者
の
割
合
は
男
性
で
八

0
%
、
女

-
I
五

業
は
七
五
％
も
同
じ
期
間
で
増
加
し
て
い
る

G
D
P
に
占
め
る
農
業
の
割
合
は

（
表
l
)
。

タ
イ
の
労
働
力
の
う
ち
女
性
の
割
合
が
高
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

L
a
b
o
u
r
 

女
性
の
就
労
者

一
九
八
五
年

ル
調
在
》
。
女
性
の
労
慟
力
構
造
は
男
性
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
が
、

％
ま
で
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
工
業
の
占
め
る
割
合
は
二
倍
以
上
、

サ
ー
ビ
ス

業
の
占
め
る
割
合
は
一
九
六

0
年
に
は
八
四
％
だ
っ
た
の
が

一
九
八
二
年
に
六
九

一
九
八
六
年
）

pp180|184
》
。
労
働
力
構
造
か
ら
み
る
と
、
農

銀
行
、
冊
界
開
発
レ
ポ
ー
ト
一
九
八
六
年
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

《

3

世
界

三
五
％
か
ら
二

0
％
に
減
少
し
た
の
に
た
い
し
、

工
業
は
二
三
％
か
ら
二
八
％
に

い
る
。

業
生
産
は
八
•
七
％
、
製
造
業
は
一

0
%

、

サ
ー
ビ
ス
業
は
七
•
五
％
上
昇
し
て

八
四
年
の
間
に
‘

農
業
生
産
は
年
平
均
三
・
七
％
の
上
昇
を
み
て
い
る
。

ま
た
エ

働
力
の
三
分
の
二
は
い
ま
だ
に
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。

一
九
七
三
年
か
ら
一
九

- 4 -



人
口
は
八
―
―
-
％
上
回
り
、

H
a
t
 
Y
a
i
で
は
三

0
%

C
h
o
n
b
u
r
i
で
は
九
二
％
上
回

市
の
人
口
よ
り
七

0
％
上
回
っ
て
い
た
。

N
a
k
h
o
n
 
R
a
t
c
h
a
s
i
m
a
の
計
画
地
域
の

C
h
i
a
n
g
 
M
a
i
の
計
画
地
域
の
人
口
は

一
九
七
九
年
に
お
い
て
自
治

る。

一
九
八

0
年
の
都
市

内
務
省
の
包
括
的
計
画
部
は
、
国
内
の
は
と
ん
ど
の
大
都
市
に
計
画
地
域
を

設
罹
し
た
。

人
口
は
多
く
‘

都
市
の
人
口
の
中
で
も
最
も
急
速
に
増
え
続
け
て
い
る
部
分
で
あ

に
お
け
る
、
都
市
発
達
の
速
度
に
追
い
つ
け
な
い
か
ら
だ
。

そ
う
い
っ
た
地
域
の

自
治
都
市
の
定
義
も
都
市
人
口
を
過
小
評
価
す
る
。

指
定
地
域
外
の
市
周
辺
部

の
割
合
は
二
三
•
六
％
と
な
る
。

口
は
二
、
九
六
二
、
三
六
四
人
で
あ
る
。

こ
れ
を
含
め
れ
ば
、

九
八

0
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、

ア
ー
バ
ン
サ
ニ
タ
リ
ー
デ
ス
ト
リ
ク
ト
の
人

合
は
一
九
六

0
年
で
一
六
・
ニ
％

一
九
七
0
年
に
は
二

0
•

八
％
と
な
る
。

ヽ

に
よ
っ
て

一
部
修
正
可
能
で
あ
る
。

サ
ニ
タ
リ
ー
デ
ス
ト
リ
ク
ト
の
指
定
を
受
け
て
い
る
市
区
を
都
市
と
み
な
す
こ
と

そ
の
よ
う
な
修
正
を
行
う
と
‘

都
市
の
割

け
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

こ
の
不
備
は
‘

五‘

0
 0
0
人
以
上
の
人
口
が
あ
り
、

あ
る
。

第
一
に
、

都
市
の
性
格
を
有
し
て
い
る
地
域
で
も
自
治
都
市
の
指
定
を
受

定
義
は
二
つ
の
理
由
か
ら
、

実
際
の
都
市
化
の
レ
ベ
ル
を
過
小
評
価
す
る
も
の
で

都
市
の
定
義
は
、
法
令
で
自
治
都
市
と
指
定
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の

九
七

0
年
に
は
一
三
・
ニ
％
、

一
九
八

0
年
に
は
一
七

・
O
％
と
な
っ
て
い
る
。

ご
と
の
国
勢
調
奔
に
よ
れ
ば
、

都
市
の
割
合
は
一
九
六

0
年
に
―
二
•
五
％
、

タ
イ
の
都
市
化
の
レ
ベ
ル
と
速
度
は
、

比
較
的
低
く
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

十
年

B
、
都

市

化

る

一
九
八
五
年
統
計
年
鑑

（
パ
リ
）
》

六
•
四
人
か
ら
四
•
三
人
に
減
り
、

出
生
時
の
平
均
余
命
は
七
年
以
上
増
え
て
い

合
計
特
殊
出
生
率
は

ニ
八
％
と
二
九
％
で
あ
る
。

タ
イ
の
社
会
変
化
は
人
口
統
計
学
上
の
数
値
に
も
っ
と
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。

一
九
六
〇
—
六
五
年
か
ら
一
九
七
五

I

八
0
年
ま
で
の
一
五
年
間
に
‘

率
は
一
年
に
つ
き
三

・
O
％
か
ら
ニ
・
三
％
に
下
が
っ
た
。

（
表

2
)
。
《

6

U
N
E
S
C
O
,
 

人
口
増
加
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一
九
七

O

I
八

0
年
に
七

・
O
％
の
増
加
率
で
増
加
し

八
0
年
ま
で
に
平
均
八
•
六
％
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。

正
式
に
は
北
部
に
属
す
る
が
、

N
a
k
h
o
n
 

実
際
に
は
中
央
部
に
位
置
す
る
。

国
内
第
三
の
都
市
と
な

こ
こ
の
人
口
は

S
a
w
a
n
は

の
速
度
の
早
い
都
市
が
あ
る
。

北
部
で
は
‘

P
h
i
t
s
a
n
u
l
o
k
の
人
口
は
一
九
七

0
ー

が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

ヽ

さ
ら
に

国
内
各
地
域
に
は
‘

バ
ン
コ
ク
よ
り
人
口
増
加

の
都
市
で
都
市
と
指
定
さ
れ
た
地
域
に
は
‘

か
な
り
の
人
口
を
擁
す
る
周
辺
地
域

明
す
る
場
合
に
は
‘

慎
重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く

し
か
し
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
そ
の
度
合
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
る
現
状
を
説

い
る
。

の
バ
ン
コ
ク
の
人
口
は
、

コ
ク
は
世
界
で
も
都
市
へ
の
人
口
集
中
の
最
も
著
し
い
例
で
あ
る
。

率
は
農
村
部
と
大
差
な
く
そ
れ
ぞ
れ
一
―
―
•
三
％
と
ニ
・
六
％
で
あ
っ
た
。

コ
ク
首
都
圏
（
バ
ン
コ
ク
市
と

T
h
o
n
b
u
r
i
市
を
合
わ
せ
た
地
城
）

七
0
年
か
ら
一
九
八

0
年
ま
で
年
に
六
•
一
―
-
％
の
割
合
で
増
加
し
て
お
り
、

％
で
あ
る
。

総
都
市
人
口
の
増
加
率
は
五
・
ニ

都
市
人
口
の
う
ち
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
に
住
む
人
の
割
合
は
‘

都
市
に
住
む
人
の
割
合
は
六
五
％
か
ら
七
一
％
に
増
加
し
て
い
る

一
九
八

0
年

タ
イ
第
二
の
都
市
C
h
i
a
n
g
M
a
i
の
四
六
倍
に
も
達
し
て

（
表

4
)。
バ
ン

0
年
か
ら
一
九
八

0
年
ま
で
に
五
四
•
八
％
か
ら
六

•
五
％
に
増
加
し
、

十
大

一
九
七

十
大
都
市
の
総
人
口
の
増
加
率
は
六

-
％
 

一
方

の
人
口
は
一
九

国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、

都
市
へ
の
人
口
集
中
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
。

バ

ン

3
)
。

％
の
伸
び
を
示
し
た
の
に
た
い
し
、
農
村
部
は
わ
ず
か
ニ
・
ニ
％
で
あ
っ
た

（
表

一
九
七

0
年
か
ら
一
九
八

0
年
の
間
に
、
都
市
人
口
の
増
加
率
は
年
平
均
五 し
か
し

字
が
示
し
て
い
る
。

一
九
六

0
年
か
ら
一
九
七

0
年
ま
で
は
‘

都
市
人
口
の
増
加

都
市
化
は
ゆ
っ
く
り
進
ん
で
き
た
が
、

そ
の
速
度
が
速
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
数

年
）
、

p
2
4
》

＞
タ
イ
に
お
け
る
人
口
移
動
と
都
市
化
お
よ
び
開
発
（
バ
ン
コ
ク
、

っ
て
い
た
。
《

7

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
貝
会

(
E
S
C
A
P
)
_
 E
S
C
A
P
地
域

に
お
け
る
人
口
移
動
と
都
市
化
お
よ
び
開
発
に
関
す
る
比
較
研
究
、
国
別
報
告
書

一
九
八
二
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タ
イ

バ
ン
コ
ク
首
都
行
政
部
、

政
策
計
画
部
、

p
1
9
》

の
都
市
か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
。
《

9

Stemstein, 
最
近
の
バ
ン
コ
ク
へ

ば
ヽ

他
の
都
市
か
ら
移
っ
て
来
た
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
調
杏
に
よ
れ

味
移
動
者
の
数
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。

ヽ

つ
ま
り

バ
ン
コ
ク
ヘ
の
移
動
者
は

正
味
移
動
者
の
割
合
が
や
や
大
き
い
。

表

5
で
示
す
よ
う
に
‘

都
市

の
地
域
は
都
市
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
も
と
か
ら
あ
る
都
市
に

え
る
。

半
分
に
す
ぎ
な
い
。

三
倍
に
達
し
て
い
る

合
併
に
よ
る
人
口
の
増
加
は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
移
動
に
よ
り
人
口
の
増
加
の

p
2
7
》
゜

書
＞

％
で
あ
る
。

表

3
で
示
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
都
市
の
急
激
な
人
口
増
加
は
、

口
移
動
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
‘

三

0
、
0
0
0
、

自
然
増
加
と
人

E
S
C
A
P

地

域
に
お
け
る
人
口
移
動
と
都
市
化
お
よ
び
開
発
に
関
す
る
比
較
研
究
、

二
年
）
、

タ
イ
に
お
け
る
人
口
移
動
と
都
市
化
お
よ
び
開
発
（
バ
ン
コ
ク
、

都
市
人
口
全
体
か
ら
み
れ
ば
、

一
九
七

0
年
ー
八

0
年
の
地
域

（
表

5
)。
都
市
人
口
の
増
加
分
の
う
ち
自
然
増
加
は
わ
ず
か

し
か
し
地
域
合
併
は
人
口
移
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
も
言

移
動
者
が
都
市
の
周
辺
地
域
に
住
み
着
く
と
、
新
た
に
人
口
の
増
え
た
そ

合
併
さ
れ
る
。

バ
ン
コ
ク
首
都
圏
の
人
口
増
加
の
構
成
要
素
は
、

人
口
全
体
の
そ
れ
と
は
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

一
九
七

O
I八
0
年
の
バ
ン
コ
ク
ヘ
の
正
味
移
動
者
は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
正

一
九
七
五

I
八

0
年
に
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
へ
の
移
動
者
の
三
分
の
一
は
、
他

L
a
r
r
y
 

の
国
内
移
動
お
よ
び
バ
ン
コ
ク
か
ら
の
国
内
移
動
の
空
間
的
要
素
（
バ
ン
コ
ク
、

一
九
八
四
年
）

一
九
八

国
別
報
告

H
a
t
 Y
a
i
で
は
一
九
、

0
0
0
増
え
て
い
る
。
《

8

人
口
が
少
な
く
と
も
七

0
0
、
0
0
0
人
増
加
し
て
お
り
、

K
h
o
n
 
K
a
e
n

で
は

る。

推
定
に
よ
れ
ば
、

バ
ン
コ
ク
で
は
一
九
七

0
年
か
ら
一
九
八

0
年
の
間
に
、

周
辺
地
域
の
合
併
も
そ
の
原
因
に
挙
げ
ら
れ

面
か
ら
み
て
国
内
最
大
の
都
市
で
あ
る
。

域
で
重
要
な
地
位
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

バ
ン
コ
ク
は
い
ま
だ
に
あ
ら
ゆ
る

こ
れ
ら
の
都
市
が
急
速
に
人
口
を
増
や
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
地

％
の
人
口
増
加
率
を
記
録
し
て
お
り
、

南
部
最
大
の
都
市

H
a
t
Yai
で
は
六
・
七

っ
た
。
東
北
部
最
大
の
都
市

K
h
o
n
K
a
e
n
は

一
九
七
〇
—
八

0
年
に
一

0

．
七
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地
域
間
移
動
が
最
も
多
い
の
が
‘
東
北
部
か
ら
バ
ン
コ
ク
お
よ
び
中
央
地
域
へ
の

移
動
は
増
え
て
い
る
。

一
九
六
五

I
七

0
年
と
一
九
七
五

I
八

0
年
の
期
間
で

域
か
ら
の
移
動
は
か
な
り
減
少
し
て
い
る
が

中
央
地
域
お
よ
び
バ
ン
コ
ク
ヘ
の

南
部
地
域
か
ら
の
移
動
者
の
数
は
増
加
し
て
い
る
。

中
央
地
域
内
お
よ
び
中
央
地

動
は
一
九
七

0
年
か
ら
八

0
年
の
間
に
減
少
し
て
い
る
が

北
部
、
東
北
部
及
び

八
五
七
、

0
0
0
人
と
な
っ
て
い
る
。
表

7
で
明
ら
か
な
よ
う
に

年
の
国
勢
調
在
で
は
七
七

0
、
0
0
0
人
だ
っ
た
の
が
、
一
九
八

0
年
の
調
壺
で
は

地
域
内
県
間
移

し
か
し
遠
距
離
移
動
移
住
は
増
え
続
け
て
い
る
。

地
域
間
の
移
動
は
‘

一
九
七
〇

増
え
て
い
る
が
、

一
九
八

0
年
の
国
勢
調
査
で
は
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
（
表

7
)
。

一
九
六

0
年
と
一
九
七

0
年
の
国
勢
調
在
を
比
べ
る
と
、
県
間
移
動
は
二
倍
に

四
％
よ
り
多
い
。

都
圏
だ
け
で
み
れ
ば
、

移
動
五
年
以
内
の
女
性
は
一
四
・
ニ
％
で

男
性
の
一
三

合
は
男
性
八

・
O
％
で
、

女
性
の
七
・

-
％
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

バ
ン
コ
ク
首

り
ヽ

そ
の
割
合
は
六
九
％
で
あ
る
。

全
国
的
に
み
れ
ば

移
動
者
全
体
の
な
か
で
、

県
間
移
動
者
の
割
合
が
最
も
多
い
の
も
中
央
地
域
で
あ

は 八
％
が
最
近
移
動
し
て
き
た
人
で
あ
る
。

き
た
人
は
、
四
・
六
％
に
す
ぎ
な
い

ま
と
め
て
数
え
ら
れ
る
。

（表

6
)
。

バ
ン
コ
ク
と
T
h
o
n
b
u
r
i
を
合
わ
せ
た
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
で
は
‘

人
口
の
一
三
・

移
動
者
の
割
合
が
二
番
目
に
多
い
地
区

バ
ン
コ
ク
を
除
く
中
央
地
域
に
み
ら
れ
、
そ
の
割
合
は
八
•
六
％
で
あ
る
。

最
近
移
動
し
た
人
の
割

六
％
が
移
動
し
て
い
る
が

C
h
a
n
g
w
a
t
 (
県
）
間
あ
る
い
は
海
外
か
ら
移
住
し
て

一
九
七
五
年
I

八

0
年
に
、
五
歳
以
上
の
人
口
の
七

け
て
お
り
、

学
生
な
ど
公
共
の
施
設
に
住
ん
で
い
る
人
は
‘

住
ん
で
い
る
場
所
で

者
と
は
年
齢
が
五
歳
以
上
で
、

普
段
生
活
し
て
い
る
住
所
を
変
え
た
人
と
定
義
付

と
は
い
え
な
い
。

一
九
八

0
年
の
人
口
と
住
宅
に
関
す
る
国
勢
調
在
で
は
、
移
動

が

一
時
的
循
環
的
移
動
の
速
度
は
早
い
。

も
っ
と
も
後
者
の
測
定
方
法
は
正
確

タ
イ
に
お
け
る
永
続
的
移
動
は
‘

C
、
人
口
移
動

比
較
的
ゆ
っ
く
り
し
た
速
度
で
進
ん
で
き
た
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そ
れ
に
男
性
よ
り
女
性
に
と
っ
て
、
魅
力
的
な
場
所
だ
。

バ
ン
コ
ク
首
都
圏
は
‘

仕
事
を
求
め
る
人
び
と
に
と
っ
て
、

と
り
わ
け
若
い
人

人
で
男
性
の
八
二
人
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

て
い
る
。

女
性
が
八

は

-、

0
0
0
人
に
三
七
人
の
割
合
を
示
し

合
に
も
み
ら
れ
る
。

男
性

じ
か
そ
れ
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

男
性
よ
り
わ
ず
か
に
高
く
‘

五
ー
ニ
四
歳
で
は
女
性
移
動
率
が
男
性
の
そ
れ
と
同

し
か
し
自
治
都
市
以
外
か
ら
自
治
都
市
へ
の
移
動
で
は
、
女
性
の
移
動
率
の
方
が

多
い
。 1

0
六
五
—
七

0
年
と
一
九
七
五
—
八

0
年
の
間
に
地
域
間
の
移
動
が
減
少
し

た
の
に
呼
応
し
て
、
農
村
か
ら
農
村
へ
の
移
動
者
の
全
移
動
者
に
占
め
る
割
合
が

（表

8
)
。

一
九
七
五

I
八

0
年
で
一
五
・

四
％
に
す
ぎ
な
い
。
農
村
と
都
市
の
間
の
人
の
移
動
に
お
い
て
、

る
と
都
市
部
は
そ
の
優
位
性
を
失
っ
て
い
る
。

以
上
の
男
性

後
の
時
期
に
な

都
市
か
ら
都
市
へ
の
移
動
は
増
え

一
九
七
五

I
八

0
年
に
は
農
村
か
ら
都
市
へ
の
移
動
者
の
数
を
上
回
っ

一、

0
0
0
人
の
う
ち
七
一
人
で
あ
る

（表

9
)
。
女
性
の
移
動
者
は
男
性
よ
り
年
齢
の
若
い
人
が
多
い
。
（
グ
ラ
フ

Ill)
。
年

齢
が
一
五
ー
一
九
歳
の
女
性
の
移
動
者
は
同
年
代
の
男
性
よ
り
多
い
。
年
齢
別
に

は
う
が
低
い
が
、

年
齢
別
の
自
治
都
市
以
外
か
ら
別
の
自
治
都
市
へ
の
移
動
率
で
は
女
性
の

全
体
的
に
は
男
女
と
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

-、

0
0
0
人
に
四
六
人
、

同
様
の
関
係
が
、

女
性
は

自
治
都
市
か
ら
の
移
動
の
割

自
治
都
市
か
ら
自
治
都
市
以
外
へ
の
移
動
を
み
る
と
‘

自
治
都
市
か
ら
別
の
自
治
都
市
へ
の
移
動
に
つ
い
て
は
‘

グ
ラ
フ

N
で
示
さ
れ
る

み
る
と
女
性
で
は
二

O
I
二
四
が
最
も
多
く
‘

男
性
で
は
二
五
ー
ニ
九
歳
が
最
も

を
変
え
て
お
り
、

そ
れ
が
女
性
の
場
合
は

一、

0
0
0
人
の
う
ち
八

0
人
が
地
区
内
の
移
動
を
含
め
て
居
住
地

一
九
八

0
年
の
国
勢
調
査
の
前
五
年
間
で
、

（
一
九
八

0
年
の
時
点
で
）

五
歳

で
い
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
移
動
者
の
多
く
が
、

そ
れ
ま
で
都
市
に
住
ん
で
い
た
か
、
農
村
に
住
ん

て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
を
考
察
す
る
場
合
は
注
意
を
要
す
る
。

と
い
う
の
も

ヽ

て
お
り

割
合
は
‘

一
九
六
五
ー
七

0
年
で
―
二

・
O
％、

大
幅
に
減
っ
て
い
る

農
村
か
ら
都
市
へ
の
移
動
者
の
全
体
に
占
め
る

移
動
と
バ
ン
コ
ク
か
ら
中
央
地
域
へ
の
移
動
で
あ
る
。
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る。

し
か
し
五
月
の
定
済
率
は
と
く
に
高
く
は
な
い
。

こ
れ
は
市
の
外
部
か
ら
来

こ
れ
は
l

ニ
ー
五
月
の
夏
休
み
が
終
わ
り
、
新
学
期
が
始
ま
る
月
で
あ

一
九
八
二
年
と
も
に
最
も
移
動
者
の
数
の
多
か
っ
た
月
は

5
月

は
季
節
的
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。

て
ぃ
な
し、

が
ヽ

こ
の
デ
ー
タ
か
ら
、

移
動
者
の
定
済
率
、

逆
に
言
え
ば
循
環
率
に

去
に
遡
っ
て
調
べ
れ
ば
、

移
動
し
て
か
ら
一
年
後
の
定
着
率
は
着
実
に
下
降
し
て

も
移
動
者
の
数
に
含
ま
れ
て
い
る
人
の
数
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
過

い
る
の
で
、
前
年
の
調
壺
と
必
ず
一
年
ず
つ
重
複
す
る
。

表

10
で
示
し
た
よ
う
に

れ
る
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
へ
の
移
動
者
調
壺
は

毎
年
行
わ

の
東
北
部
地
域
か
ら
の
移
動
者
の
う
ち
、

一
六
、
八
九
七
人
（
九
一
％
）
は
村
の
出 こ

っ
ち
、

-
0
歳
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
を
五
歳
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
割
す
る
必
要
が
あ
る
。

東
北
部
の
農
村
地
域
か
ら
バ
ン
コ
ク
ヘ
の
若
い
女
性
の
移
動
が
、
著
し
い
増
加

0
、
一
八
五
人
で
、

脚
注

2
と
同
じ
、

ニ
ュ
ー
ト

周
辺
の
中
央
地
域
か
ら
移
動
し
て
き
た
の
は
わ
ず
か
一
八
％
に
す
ぎ
ず
、

一
八
‘
六
六
一
人
（
六
三
％
）
は
遠
く
東
北
部
地
域
か
ら
移
動
し
て
き
て
い
る
。

身
者
で
あ
る
。

循
環
的
移
動
が
高
い
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
表

10
か
ら
わ
か
る
。

一
九
八
一
年
、

で
あ
っ
た
。

過
去
二
年
間
を
調
壺
対
象
と
し
て

あ
る
調
査
で
あ
る
月
に
到
着
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
人
で
、

次
の
調
査
で

い
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
実
際
に
は
そ
う
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
は
明
ら
か
に
さ
れ

九
歳
で
あ
る
。
《

11

タ
イ

表

1
》
゜

こ
の
二
九
、
四
0
六
人
の

そ
の
う
ち
二
九
、
四
0
六
人

（
四
九
％
）

は

年

齢

が

一

0

|

査
に
よ
れ
ば
‘
そ
の
前

2
年
間
の
移
動
者

JL
七
、
三
九
三
人
の
う
ち
、
女
性
は
六

を
示
し
て
い
る
。

一
九
八
四
年
の
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
へ
の
人
口
移
動
に
関
す
る
調

な
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
で
も
上
述
の
結
論
は
有
効
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、

1

0

 
|
―
四
歳
の
割
合
が
誇
張
さ
れ
、
反
対
に
一
五
ー
一
九
歳
が
少

年
齢
別
人
口
投
影
法
（
国
連
出
版
物
、

セ
ー
ル
ス
蜘

5
6
x
m
3
)
、
p
5
》
を
用
い
て
、

ン
の
公
式
《

10

人
口
推
定
方
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

マ
ニ
ュ
ア
ル

111i
性
別
お
よ
び

ベ
は
る
か
に
若
い
。

グ
ラ
フ

W
で
用
い
た
デ
ー
タ
を
算
出
す
る
場
合
‘

こ，
 

よ、つ

バ
ン
コ
ク
ヘ
移
動
す
る
女
性
の
年
齢
分
布
は
‘
女
性
移
動
者
全
体
に
比

-10 -



に
移
動
し
て
い
る
。

自
治
都
市
に
移
動
し
た
人
の
う
ち
で
は
、
そ
れ
が
三
六
％
で

市
以
外
に
移
動
し
た
人
の
二
七
％
は
‘
職
探
し
あ
る
い
は
別
の
仕
事
に
就
く
た
め

な
い
場
合
が
多
い
。

一
九
七
五

I
八

0
年
に
移
動
し
た
男
性
の
な
か
で
、

自
治
都

（
表

12)
。

移
動
し
て
き
た
月
の
移
動
者
と
し
て
数
え
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
外
か
ら

他
の
人
口
移
動
調
査
の
結
果
と
同
様
、

よ
り
教
育
程
度
が
高
く
、

移
動
者
の
二
倍
で
あ
る
。

大
都
市
へ
の
移
動
者
は
他
の
移
動
者
よ
り
教
育
程
度
が

過
去
二
年
間
で
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
に
移
動
し
た
大
学
教
育
を
受
け
た
移
動
者

一
、
四
七
九
人
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
五
つ
あ
る
都
市
近
郊
の
県
の
い
ず

移
動
す
る
以
前
に
移
動
先
で
仕
事
が
み
つ
か
っ
て
い
る
人
の
割
合
は
少
な
い
。

移
動
先
が
大
都
市
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

事
前
に
仕
事
が
決
ま
っ
て
い

れ
か
に
移
動
し
た
人
の
数
は
五
九

0
人
で
あ
っ
た
。

の
数
は
‘

は の
大
半
は
‘

バ
ン
コ
ク
に
移
動
す
る
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
一
九
八
四
年
の
調
壺
で

し
か
し
こ
れ
ら
の
数
字
は
誤
解
を
招
く
。

な
ぜ
な
ら
大
学
教
育
を
受
け
た
移
動
者

へ
の
移
動
者
の
は
う
が

周
辺
の
県
や
そ
の
他
の
地
域
へ
の
移
動
者
よ
り
低
い
。

同
じ
く
大
学
教
育
を
受
け
た
人
の
割
合
は
‘

バ
ン
コ
グ

者
に
限
定
し
て
当
て
は
ま
る
。

大
学
教
育
を
受
け
た
人
の
割
合
は
‘
移
動
者
が
非

高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
表

11)。
こ
の
結
論
は
、
中
等
教
育
を
受
け
た
移
動
者

タ
イ
の
デ
ー
タ
も
移
動
者
は
非
移
動
者

低
い
。

の
移
動
率
は
女
性
の
ほ
う
が
高
い
が
、

一
年
以
上
留
ま
る
率
は
男
性
よ
り
ず
っ
と

っc 

な
ぜ
な
ら
一
年
以
内
に
何
度
か
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
人
は

一
番
最
近

ー
三

0
％
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
割
合
は
お
そ
ら
く
過
小
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

定
済
率
は
非
常
に
低
く
‘

一
年
後
も
バ
ン
コ
ク
に
留
ま
っ
て
い
る
移
動
者
は
二
〇

、。
＞ヽ

こ
れ
は
循
環
的
移
動
の
増
加
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

全
般
的
に

定
消
率
は
四
月
が
最
も
高
く
‘
一
九
八
二
年
は
二
月
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
一
ー

月
は
乾
期
で
、
六
月
か
ら
始
ま
る
雨
期
の
前
の
植
え
付
け
ま
で
の
農
閑
期
に
あ
た
る
。

一
九
八
二
年
に
移
動
し
て
き
た
人
び
と
の
定
着
率
は
、
前
年
に
比
べ
か
な
り
低

四
月
に
移
動
し
て
き
た
人
び
と
の
定
消
率
は
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

て
い
た
学
生
が
、

学
年
末
に
家
に
戻
る
か
ら
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
の
移
動
者
の

こ
れ
ら
の

-JI -



移
動
レ
ベ
ル
の
研
究
に
お
い
て
も
、
同
様
の
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。

一
九
六
五

市
の
定
義
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
各
地
域
に
は
一
九
七

O
I八
0
年
に

る。

し
か
し
増
大
す
る
都
市
集
中
は
見
せ
か
け
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
自
治
都

急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
。

こ
れ
は
全
都
市
人
口
の
増
加
率
よ
り
も
早
い
速
度
で
あ

八

0
年
ま
で
に
‘

バ
ン
コ
ク
首
都
圏
は
十
大
都
市
を
合
わ
せ
た
増
加
率
を
上
回
る

ク
ト
を
含
め
れ
ば
‘

そ
の
割
合
は
二
三
・
六
％
と
な
る
。

一
九
七

0
年
か
ら
一
九

ち
―
七

・
O
％
が
都
市
人
口
で
あ
る
。

し
か
し
ア
ー
バ
ン
サ
ン
タ
リ
ー
デ
ス
ト
リ

国
勢
調
在
に
お
け
る
自
治
都
市
の
定
義
に
よ
れ
ば
、

も
最
も
高
い
が

女
性
労
働
者
の
約
五
九
％
は
無
給
の
家
内
労
働
者
で
あ
る
。

た
と
え
ば
女
性
の
労
働
参
加
の
度
合
は

く
に
大
切
で
あ
る
。

使
用
さ
れ
る
デ
ー
タ
あ
る
い
は
定
義
に
よ
っ
て
、
異
な
る
解

タ
イ
の
社
会
発
展
の
諸
相
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
‘
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
が
と

D
、
結

論

女
性
の
割
合
の
ほ
う
が
男
性
よ
り
多
い
。

で
あ
る
が
都
市
へ
の
移
動
、

と
く
に
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
へ
の
移
動
に
関
し
て
は

よ
り
短
い
。

全
人
口
の
中
で
最
も
移
動
性
が
高
い
の
は
、

七

0
％
が
一
年
未
満
し
か
滞
在
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
期
間
は
女
性
の
ほ
う
が
男
性

割
合
も
非
常
に
高
い
で
あ
ろ
う
。

表

10
に
よ
れ
ば
‘

バ
ン
コ
ク
ヘ
の
移
動
者
の
約

で
移
っ
て
行
く
‘

移
動
性
の
高
い
国
民
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

こ
の
章
で
取
り
上
げ
た
デ
ー
タ
か
ら

ぎ
で
、

二
―
％
は
別
の
職
に
就
く
た
め
移
動
し
た
。

れ
る
。

バ
ン
コ
ク
首
都
圏
に
移
動
し
た
男
性
の
う
ち
、

四
七
％
は
農
閑
期
の
出
稼

る
移
動
者
の
多
く
が

り

後
者
の
項
目
に
含
ま
れ

あ
る
。

移
動
の
理
由
の
項
目
が
、
餅
年
の
人
口
移
動
調
在
と
は
幾
分
異
な
る
が
、

バ
ン
コ
ク
周
辺
へ
移
動
し
た
男
性
移
動
者
の
一
1

一
九
％
は
、
農
閑
期
の
出
稼
ぎ
で
あ

―
二
％
は
別
の
職
に
就
く
た
め
に
移
動
し
て
い
る
。

釈
が
成
り
立
つ
。

移
動
前
に
仕
事
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら

仕
事
を
探
す
た
め
な
ら
喜
ん
で
遠
く
ま

循
環
性
移
動
の

ニ
O
I
二
九
歳
の
男
性

開
発
途
上
国
の
中
で

一
九
八

0
年
の
人
口
の
う

バ
ン
コ
ク
よ
り
高
い
人
口
増
加
率
を
記
録
し
て
い
る
中
心
地
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
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グ
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す
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。
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移
動
が
季
節
的
で
短
期
で
あ
る
こ
と
は
‘

様
々
な
経
済
部
門
に
敏
感
で
融
通
性
の

り
と
増
加
し
て
い
る
が
、

大
都
市
、
と
く
に
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
の
成
長
度
は
高
い
。

り、h
 
人
口
統
計
的
に
済
実
な
変
化
を
遂
げ
た
と
い
え
る
。

都
市
の
割
合
は
ゆ
っ
く

以
上
の
考
察
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、

タ
イ
は
過
去
二

0
年
間
に
経
済
的
、
社
会

コ
ク
ヘ
の
移
動
で
は
‘

一
年
以
上
留
ま
る
率
は
女
性
の
は
う
が
男
性
よ
り
低
い
。

一
方
バ
ン

全
体
的
に
み
れ
ば
男
性
の
移
動
率
は
女
性
の
そ
れ
を
上
回
る
が

一
五
ー
一
九

の
循
環
性
移
動
は
非
常
に
高
い
率
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

七
•
六
％
で
あ
る
。

し
か
し
循
環
性
移
動
‘

と
り
わ
け
バ
ン
コ
ク
と
他
の
地
区
間

一
九
七
五
I

八

0
年
に
住
む
場
所
を
変
え
た
の
は
‘

五
歳
以
上
の
人
口
の
わ
ず
か

ゞ
ヽ

る
カ

地
域
間
移
動
は
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

永
久
的
移
動
の
レ
ベ
ル
は
低
い
。

I

七

0
年
と
一
九
七
五
年
ー
八

0
年
の
間
に
、

県
間
移
動
者
の
数
は
減
少
し
て
い

-13 -



表 1 タイにおける主要部門での男女別労働構造 1950-1982年

性およひ部門 1950 1960 1970 1980 1982 

男女とも 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

農 業 85. 7 83.7 79.8 70.9 68.5 

工業 2.8 4.4 6.0 10.3 10.7 

表 2 夕 イ 人 ロ 統計 指標 サーピス業 II. 5 11. 9 14.2 18.8 20.8 

男 性 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
指 標 1950 1960 1970 1980 

農 業 82.9 80.2 76.3 67. 9 66.4 

人口（単位：1000) 20,320 26,867 36,370 46,516 工 業 3.6 5. 7 7 .4 12. 5 12.8 

サービス業 13.5 14.1 16.3 19.6 20.8 
都市人日の割合（％） 10.5 12.5 13. 2 17 .0 

女性 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
1950-1955 1960-1965 1970-1975 1975-1980 

農 業 88.6 87 .5 83. 7 74.2 70.6 

人口増加率（％） 2. 74 3.02 2.58 2.34 工 業 1. 9 3.0 4.4 7.8 8.5 

粗出生率 46.6 43.5 35 .1 31.6 サービス業 9.5 9.5 11.9 18.0 20.9 

粗死亡率 19. 2 13.4 9.3 8.3 
資料：経済的活動人口、 1985年労働統計年艦（ジュネーブ）表ZA

合計特殊出生率 6.6 6.4 5.0 4.3 1982年 7-9月 労働カサンプル調査

平均余命

男 45.0 51. 9 57. 7 59.3 

女 49.1 56. I 61.6 63.2 

資料： 1984年の評価による世界人口予測、推計及び投影

（国連出版物セールスNo.E.86XIII3) 
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表 3 十 大 都 市 の 人 ロ と 増 加 率

1960 1970 1980 

順位 都 市 人 ロ 都 市 人 u 増加率 都 市 人 ロ 増加率

1 . Bangkok・Thon Brni 1,703,346 Bangk -Thon Buri 2,495,312 3.8 Bangkok Metropolis 4,697,071 6.3 

2 . Chiang Mai 65,736 Chiang Mai 83,729 2.4 Chiang Mai 101,594 1. 9 

3 . Nakhon Ratchasima 42,218 Nakhon Ratchasima 66,071 4.5 Nakhon Sawan 93,935 7 .0 

4. Lampang 36,486 Udon Thani 56,218 6.0 Hat Yai 93,519 6. 7 

5. Hat Yai 35,504 HatYai 47,953 3.0 Khan! くaen 85,863 10. 7 

6 . Nakhon Sawan 34,947 Nakhon Sawan 46,853 2.9 Phitsanulok 97,942 8.6 

7 . Chonburi 32,498 Surnut Prakan 46,632 7 .6 Nakhon Ratchasima 78,246 1. 7 

8. Ayuthaya 32,368 Songkhla 41,193 2.8 Udon Thani 71,142 2.4 

9 . Songkhla 31,014 N. Sri Thamarat 40,671 4.5 Songkhla 67,945 5.0 

10. Udon Thani 30,884 Ubon Ratchathani 40,650 0.9 Nakhon Sri Thamart 63,162 4.4 

10 大 都 市 2,045,001 2,965,282 3. 7 5,432,419 6.1 

都 市 部 3,273,865 4,553,100 3.3 7,632,916 5.2 

農 村 部 22,984,051 29,844,274 2.6 37,191,624 2.2 

資料：タイ、国家統計局、全王領及ひ県に関する人口と住宅の1960年度、 1970年度、 1980年度国勢調在

国勢調杏と国勢調在の間の増加率

都市人口は都市と指定された地域の人口を表わす
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表5 増加要素別の都市人口増加推計

総都市 人 ロ バンコク首都圏

1960-1970 1970-1980 1970-1980 

（単位： （単位： （単位：
増加要素 1000) ％ 1000) ％ 1000) ％ 

都市人口増加 1,836 100,0 2,418 100.0 2,201.8 100.0 

自然増加 916 49.9 1,311 54.2 1,083.4 49.2 

地域の合併 120 6.5 823 34.0 701.6 31. 9 

正味移動者 800 43.6 285 11.8 416.8 18.9 

資料：アジア大平洋経済社会委員会、 ESCAP地域における人口移動と都市化

および開発に関する比較研究、国別報告Vタイにおける人口移動と都市化

およぴ開発（パンコク、 1982年）

人口移動、 1980年人口と住宅国勢調在サプジェクト・レポートNo.2 (バン

コク、国家統計局、日付なし）

注： 1960-1970年では、正味移動者は他の数値を差し引いた残りの数値である。

1970-1980年では、正味移動者は1975-1980年の 2倍に等しいと仮定し、

自然増加は他の数値を差し引いた残りの数値である。
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表4 都市化の測定

測定基準 1960 1970 1980 

都市の割合（％） 12.5 13.2 17.0 

バンコク首（都圏）の都
市人口率 ％ 

52.0 54.8 61. 5 

率10大（都％市）の都市人口 62.5 65.1 71. 2 

2都市首位指標 25.9 29.8 46.2 

資料

都市とは自治都市に指定された地域を表わ

す

最大都市の人口を 2番目の都市の人口で割

った数値



表 6 移動状況、 居住地域及ぴ性別による 5歳以上の人口、 1980 

性別および 全 国 バンコク首都圏 中央首都部圏（バンコク を除く） 北 部 東 北 部 南 部

f多鼠）¥tki兄
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 

男 女
ムn 計 38,940,500 100.0 4,252,400 100.0 8,511,100 100.0 8,006,400 100.0 13,331,600 100.0 4,839,000 100.0 

非移動者 33,790,700 86.8 3,228,400 75.9 7,368,700 86,6 7,074,600 88.4 11,846,600 89.9 4,272,400 88.3 

移動状況不明 2,202,100 5.7 436,200 10.3 414,400 4.9 405,300 5.1 752,000 5.6 194,200 4.0 
1975年以降の移動者 2,947,700 7,6 587,800 13.8 728,000 8.6 526,500 6.6 733,000 5.5 372,400 7.7 
同県一同郡 489,400 1.3 54,600 1.3 109,300 1.3 117,000 1.5 153,400 1.2 55,100 1.1 
同県―他郡 681,500 1.8 157,100 3. 7 114,700 1.3 112,400 1.4 207,700 l.6 89,600 1.9 
他県又は海外 1,776,800 4.6 376,100 8.8 504,000 5.9 297,100 3. 7 371,900 2.8 227,700 4.7 

男

A ロ 計 19,268,800 100.0 2,010,300 100.0 4,161,900 100.0 3,998,600 100.0 6,623,600 100.0 2,414,400 100,0 
非移動者 16,625,300 86,3 1,575,100 76.1 3,580,700 86,0 3,516,400 88.5 5,829,100 88.0 2,124,000 88.0 
移動状況不明 1,103,300 5.7 218,400 10.5 208,800 5.0 204,800 5.1 374,600 5. 7 96,700 4.0 
1975年以降の移動者 1,540,200 8.0 276,800 13.4 372,400 9.0 277,400 6.9 419,900 6.3 193,700 8.0 
同県一同郡 262,600 1.4 27,300 1.3 55,800 1.4 60,900 1.5 90,400 1.3 28,200 1.2 
同県―他郡 355,700 1.8 74,800 3.6 58,700 1.4 61,200 1.5 117,400 1.8 43,600 1.8 
他県又は海外 921,900 4.8 174,700 8.5 257,900 6.2 155,300 3.9 212,100 3.2 121,900 5,0 
女

ムロ 計 19,671,700 100.0 2,182,100 100.0 4,349,200 100.0 4,007,800 100.0 6,708,000 100.0 2,424,600 100.0 
非移動者 17,165,400 87.3 1,653,300 75.8 3,788,000 87.1 3,558,200 88.8 6,017,500 89. 7 2,148,400 88.6 
移動状況不明 1,098,800 5.6 217,800 10.0 205,600 4.7 200,500 5.0 377,400 5.6 97,500 4.0 
1975年以降の移動者 1,407,500 7.1 311,000 14.2 355,600 8,2 249,100 6.2 313,100 4.7 178,700 7.4 
同県一同郡 226,800 I.I 27,300 1.2 53,500 1.2 56,100 1.4 63,000 0.9 26,900 1.1 
同県―他郡 325,800 1.7 82,300 3.8 56,000 1.3 51,200 1.3 90,300 1.4 46,000 1.9 
他県又は海外 854,900 4.3 201,400 9.2 246,100 5. 7 141,800 3.5 159,800 2.4 105,800 4.4 

資料：人口移動 1980年人口住宅国勢調在 サプジェクト・レポートNo2 (バンコク、国立統計局、 H付なし）
注： clamgwatは県 amphoeは郡を示す。
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表7 地域別県間移動者の流れ、 1955-1960、1965-1970、1975-1980

地
現 住 地 県間！多動

者合計

4

り
1

月 住

バンコク 中央部 北 部 束北部 南 部

コ

コ

コ

60

央

70

央

80

央

9

9

ン

，

ン

ー

ン

ー

ー

~

~

~

 

55
バ

中

北

東

南

65
バ

中

北

束

南

75
バ

中

北

東

南

9

9

9

 

1

1

1

 
北

北

ク

部

部

部

部

ク

部

部

部

部

北

ク

部

部

部

部

131,370 

210,211 

156,721 

206,194 

84,555 

298,791 

456,081 

315,734 

430,668 

173,730 

340,792 

502,869 

269,827 

314,910 

183,642 

40,006 

8,900 

8,890 

6,529 

82,823 

14,646 

23,592 

8,867 

26,745 

25,860 

26,002 

180,353 

6,998 

66,813 

62,936 

43,920 

330,486 

11,519 

9,464 

5,023 

, 847 

1,252 

58,696 

29,242 

14,988 

3,430 

4,814 

131,083 

115,355 

20,945 

20,059 

14,033 

81,214 

123,762 

30,270 

10,758 

10,850 

166,181 

248,103 

58,035 

45,646 

18,486 

144,397 

218,084 

38,746 

32,142 

20,046 

13,947 

15,560 

90,702 

4,896 

1,482 

36,555 

47,231 

195,703 

26,130 

3,775 

43,178 

53,727 

165,972 

17,438 

7,225 

期 間 県間移動者合計 地域間移動者合計

119,661 33,556 

95,890 19,813 

40,558 3,606 

241,034 4,237 

12,582 129,756 

地域間移動者の県間移
動者に対する割合（％）

1955-1960 

1965-1970 

1975-1980 

789,006 335,493 

l, 675,004 769,629 

1,612,040 857,194 

資料： Sidney GoldsteinとAliceGoldsteinによって出版された国勢調壺データ、

東西人口研究所論文No.JOO(ホノルル、束西センター、 1986年 7月）

1970-80年に 2県に分割された県間の移動を調在した数値。このような移動は県間移動とはみなされない。

42.5 

45.9 

53.2 

タイの人口移動25年間の考察
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表 8

1965-1970年と1975-80年の間の

移動の流れによる移動者の割合（％）

移動の流れ
1965- 1975-
1970 1980 

合計 100.0 100.0 

農村から農村 71. 7 56.0 

農村から都市 12.0 15.4 

都市から農村 6.2 10.2 

都市から都市 10.2 18.5 

前住地不明

数 419,000 209,900 

全移動割合者に占
める （％） 

12.6 7 .1 



表9 1980年国勢調査に基ず〈 1975-80年の年令別

性別移勧の主要な流れにおける移動串

人日1000人に
対する移動者
合計

年餘
1980 男女

ALIJOOO人に
対する非自治
郡市から非自
治棉甫へ(!)f多
動率
(1,000対I

男女

人日1000人に
対する非自治
棉市から自治
祁市へl1)移動
率
(),ooom 

男女

グラフN 1975-1980年の年令別女性移動者の割合（％）と 1Xー 1981年から X-1983年の

（％） 

28 

26 

24 

22 

20 
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2 

゜

年令別バンコク首都圏への女性移動者の割合

一ーロ― 1981-83年のパンコク

への移動者

—+― 1975-80年の全移動者

調査時の年令

5
 
80 71 56 46 

5-9 55 53 40 39 

5.9 10・14 15・19 20・24 25・29 30-34 36・39 40•44 46・49 50-54 65・69 60• 60-64 38 31 30 19 

65+ 29 26 22 18 
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表10 1982、83、84年の年次調査による1980年11月から1982年10月までの月別パンコク首都圏への移動者

男 女 男 女

月
83年調在 定着(%率) 

月
83年調査 84年調査定済(%率) 定着(%率) 82年調壺 83年調在 84年調壺

11 1980 2,517 392 15.6 11 1981 1,194 94 7 .9 1,689 96 5.7 

12 1980 2,180 476 21.8 12 1981 771 100 13.0 1,391 126 9 .1 

1 1981 3,803 1,855 48.8 1 1982 1,587 409 25.8 1,727 467 27 .0 

2 1981 4,088 1,451 35.5 2 1982 1,152 515 44. 7 1,719 516 30.0 

3 1981 5,235 2,151 41.1 3 1982 1,614 440 27 .3 2,090 396 18.9 

4 1981 6,490 4,024 62.0 4 1982 2,759 855 31.0 4,374 1,014 23.2 

5 1981 8,760 3,462 39.5 5 1982 3,766 703 18. 7 5,803 626 10.8 

6 1981 5,661 2,196 38.8 6 1982 2,313 551 23.8 3,685 419 11.4 

7 1981 5,216 1,435 27 .5 7 1982 2,046 452 22. l 4,090 519 12. 7 

8 1981 7,353 1,685 22.9 8 1982 3,456 398 11. 5 5,779 548 9.5 

， 1981 9,307 1,519 16.3 ， 1982 3,584 530 14.8 6,243 600 9.6 

10 1981 9,868 2,773 28.1 10 1982 2,789 852 30.5 5,527 771 13.9 

資料：タイ国家統計局、バンコク首都圏への移動調査 1982年（バンコク）

バンコク首都圏 Nonthaburi,Pathum, Thain, Samul, Prakamへの移動調査

バンコク首都圏およぴ周辺地域への移動調壺

-21 -



表12移動の流れ別、移動の理由別移動者の割合（％） 表11 総人口及び移動者の教育程度と性別による割合（％）

移動者 1925年-1980年 7 -30オ XI―
6 -29オの総人 6 -29オ椅．移1975 1981年年都か、らx-XI―1981年x-

移動の理由
1980年の（自治） 1980年の非（自

域1ク98首へ3都年ののバンコ都市居住地 治）都市居住者 ロ -80年の 動 1983 のバンコ 圏動周辺地
教育程度 者 動ク首者 固への移 移者

男 女 男 女

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 
男 女 男 女 男 女 男 女

勉学のため 9.4 12.1 3.2 1.9 

家族の移動に伴って 21. 7 39.8 29.3 57 .4 合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
結婚のため 2.2 5.1 15.8 11.1 

求職のため 34.2 25.9 25.5 15.2 未就学児 12.2 12. 7 9.0 10. 7 1.3 1. 7 2.4 3.3 

就職又は転職のため 2.3 1.4 1.5 1.0 
初等教育 72,5 75.2 66. 7 69.0 70.3 82.1 69.3 76.0 

転勤のため 10.5 2.3 8.5 2.6 

仕事、その他のため I.I 1.3 0.9 0.6 中等教育 12. 7 9. 7 18.3 14.4 23.4 12.8 22.8 14.9 
帰 郷 1.3 1.2 3,6 3.4 

大学教育 2.3 2.4 5.4 6.0 2.3 4.4 3.3 他の住居へ移るため 6.1 2.5 1.9 0. 7 
4 .2 

聖職に就くため 0.9 0.1 2. 9 0.2 そ の他 0.3 0,0 0.8 0.0 0.9 1.0 1.0 2.6 
その他、不明 10.4 8.4 7 .0 5.9 

移動者1Xー 1981年-X 1983年

パンコク首都固 パ周辺ン地コ城クへ首の都移梱動
への移動

男 女 男 女

合計 100.0 100.0 100.0 100,0 

転職のため 21.l 18.6 12.3 5.3 
農閑期の求職のため 47.3 47.9 39.4 27. 7 
勉学のため 10. 7 8.1 4.1 3.3 

転勤のため 3.3 0.2 6.8 2.0 
配偶者の移動に伴って 0.4 11.8 2.0 25.5 

家長の移動に伴って 13.9 9.6 24.1 29.5 

その他、不明 3.2 3.9 11.3 6. 7 
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目
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スリ ジャワルダナプラン病院

を
受
け
た
。

か
ら
病
院
の
概
要
説
明

早
速
‘

短
期
間
の
訪
問
で
は
あ
っ
た
が
筆
者
の
印
象
を
中
心
に
本
誌
上
に
ス
リ
ラ
ン
カ

三
月
二

0
日
午
後
、

一
時
間
の
待
ち
合
せ
の
後
、

コ
ロ
ン
ボ
に
は
現
地
時
間
二
二
時
三

0

分
（
日
本
時
間
~
翌
日
午
前
二
時
）

コ
ロ
ン
ボ
市
内
よ
り
一
―
―

病
院
で
あ
る
。N
.
F
・
ウ
ィ

ク
レ
ム
シ
ン
ゲ
副
院
長

丘
の
上
に
あ
る
新
設
の

こ。t
 
当
院
は
、

小
高
い

0
分
で
当
院
に
到
消
し

事
堂
の
前
を
通
過
し

建
設
さ
れ
た
新
国
会
議

に
向
う
。

途
中

最
近

ャ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
病
院

ャ
氏
の
案
内
で
ス
リ
ジ

午
前
、
ワ
リ
ナ
ス
リ

た。

プ
ラ
病
院
の
視
察
並
び
に

R

・
ア
タ
パ
ト
労
働
・
社
会
福
祉
大
臣
の
表
敬
が
で
き

日
は
ポ
ャ
デ
ェ
イ
（
注
）
で
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ス
リ
ジ
ャ
ワ
ル
ダ
ナ

の
ホ
テ
ル
に
到
着
。

に
到
済
し
た
。

深
夜
カ
ト
ナ
ヤ
ケ
空
港
か
ら
一
―

1
0
分
の
ド
ラ
イ
ブ
の
後
、
宿
泊
先

こ。f
 
着
、

ス
リ
ラ
ン
カ
航
空
で
一
路
コ
ロ
ン
ボ
に
向
か
っ

タ
イ
航
空
で
成
田
を
出
発
し
約
六
時
間
で
バ
ン
コ
ク
に
到

国
、

特
に
コ
ロ
ン
ボ
市
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

に
な

つ

た

が
ヽ

他
の
訪
問
は
‘
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
初
予
定
し
て
い
た
キ
ャ
ン
デ
ィ
訪
問
は
‘
治
安
の
悪
化
が
原
因
で
取
り
止
め

-24 -



長
よ
り
当
研
究
所
の
活
動
に
つ

I
)
を
訪
問
。

J

・
ア
ル
ビ
ス
所

調
在
・
訓
練
研
究
所

(
A
R
T

午
後
、

ス
リ
ラ
ン
カ
国
農
地

説
明
を
受
け
た
。

新
納
宏

引
き
続
き
、

J
I
C
A
コ
ロ

ン
ボ
事
務
所
を
訪
問
。

所
貝
よ
り
二
国
間
協
力
の
概
要

つ

た
0
 

交
代
の
た
め
慌
し
い
様
子
で
あ

当
日
館
内
は
‘
館
貝
の
新
旧

農地調査・訓練研究所 J. アルピス

所長と会談する一行。

伊
藤
哲
朗
公
使
・
臨
時
大
使
へ
の
表
敬
訪
問
を
し
た
。

二
二
日
午
前
日
本
大
使
館
を
訪
問
。

平
野
雄
一
郎
一
等
書
記
官
と
の
面
談
の
後
、

し
い
市
街
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ヽ

あ
り

言
わ
ば
新
都
心
に
あ
た
る
。

現
在
は
、
農
地
が
主
で
あ
る
が
近
い
将
来
新

当
院
並
び
に
新
し
い
国
会
議
事
堂
が
位
閻
す
る
と
こ
ろ
は
コ
ロ
ン
ボ
市
郊
外
に

こ。f
 
ま
で
に
稼
動
率
を
八
割
、
近
い
将
来
一

0
割
に
と
自
信
に
満
ち
た
発
言
を
し
て
い

が
主
な
理
由
で
あ
る
。

ヽ

し
か
し

N
.
F
・
ウ
ィ
ク
レ
ム
シ
ン
ゲ
副
院
長
は
‘
四
月

の
背
景
に
は

一
定
の
訓
練
を
修
め
た
医
療
従
事
者
が
中
近
東
へ
流
出
す
る
こ
と

稼
動
率
は
約
六
割
で

こ
れ
は
医
師
、
看
護
婦
の
絶
対
数
の
不
足
に
あ
る
。

そ

の
協
力
を
得
て
、

そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

日
本
・
ス
リ
ラ
ン
カ
ニ
国
間
協
力
の
一
環
と
し
て
、
塵
応
大
学
医
学
部
の
医
師
ら

が
あ
り
、

ス
リ
ラ
ン
カ
国
で
も
最
新
鋭
の
設
備
を
有
し
た
病
院
で
あ
る
。

現
在

洗
練
さ
れ
た
当
院
は

-、

0
0
0
ベ
ッ
ド
、
集
中
強
化
治
療
室

(
I
C
u
)
 

し
た
。

月
一
七
日
、
初
め
て
の
患
者
が
入
院
、
翌
年
一
月
一
七
日
に
出
産
第
一
号
を
記
録

当
院
は

一
九
八
四
年

ヽ

一
月

日
本
政
府
の
協
力
で
建
設
さ
れ
、

同
年
―
二
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こ
°t
 
ス
リ
ラ
ン
カ
事
務
所
を
訪
問
。

同
基
金
は
‘

一
九
六
九
年
以
降
ス
リ
ラ
ン
カ
国
へ
の
協
力
を
実
施
し
て
お
り

H
.
B
・
ガ
エ
ン
ガ
ー
所
長
と
面
談
の
機
会
が
あ
っ

ヽ
こ
。

し

f コ
ラ
レ
局
長
は
‘

一
九
八
二
年
以
来
日
本
の
協
力
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
さ

行
っ
て
い
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
国
総
理
府
統
計
局
を
訪
問
。

コ
ラ
レ
局
長
よ
り
当
局
の
事
業
に
つ

分
析
を
行
っ
て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

一
九
七
一
年
及
び
一
九
八
一
年
全
人

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九

0
年
ま
で
の
協

日
本
政
府
・

J
I
C
A
の
協
力
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
人
口
情
報
セ

あ
る
。

開
発
計
画

(
U
N
D
P
)

ス
リ
ラ
ン
カ
国
政
府
と
国
連
食
糧
農
業
機
関

(
F
A
0
)

と
の
共
同
事
業
推
進
の
た
め
、

同
事
業
が
一
九
七
七
年
に
終
了
し
、

農
業
企
画
・
評
価
部
、

灌
漑
・
水
管
理
部
、

活
動
は
、
農
業
・
土
地
関
連
資
料
の
収
集
と
デ
ー
タ
分
析
、

セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
農
業
・
土
地
関
連
情
報
の
提
供
な
ど
で

当
所
担
当
官
の
案
内
で
所
内
を
見
学
し
た
が
、

思
わ
れ
た
。

二
三
日
、

ン
タ
ー
を
訪
問
。

特
に
‘

及
び
国
連

農
業
関
係
者
へ
の

図
書
館
の
施
設
が

老
朽
化
し
て
お
り
、
書
庫
に
も
蔵
書
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
限
界
が
あ
る
よ
う
に

カ
で
、
主
に
ス
リ
ラ
ン
カ
国
の
人
ロ
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
、

口
を
対
象
に
実
施
し
た
国
勢
調
壺
結
果
に
基
づ
い
て
分
析
作
業
を
す
す
め
て
い
る
。

い
て
説
明
を
受
け
た
。

同
日
、

当
局
は
‘

そ
の

全
国
に
七
五

0
名
の
地
域
担
当
官
の
他
四
五
〇

名
の
技
術
者
及
び
職
貝
計
一
、
二

0

0
名
の
体
制
で
活
動
し
て
い
る
。
事
業
内
容
は
、

人
口
統
計
、
農
業
統
計
、
家
計
統
計
等
日
本
の
総
理
府
統
計
局
と
同
様
な
事
業
を

れ
、
統
計
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
計
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
明
し
て

国
連
開
発
計
画
で
資
料
収
集
の
後
、
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)

修
部
、

統
計
・
デ
ー
タ
処
理
部
、

総
務
部
の
七
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

土
地
関
連
部
、
市
場
・
政
策
部
、

研

究
省
下
の
研
究
機
関
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

当
所
は
、
農
業
資
源
管
理
部

れ
た
。

以
降
ス
リ
ラ
ン
カ
国
農
業
開
発
・
研

一
九
七
二
年
に
設
立
さ

当
所
は
‘

い
て
説
明
を
受
け
た
。
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＼ ______,. ~炉が

―ヽ- - ---― 
' 

再開発が進むコロンポ旧市街

こ。t
 
こ
の
こ
と
は
、

コ

ム
を
見
る
こ
と
が
で
き

コ
ロ
ン
ボ
市
内
で
ス
ラ

か
い
滞
在
に
お
い
て
も

る。

事
実
、
今
回
の
短

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

年
に
は
四
ニ
・
六
％
に

あ
っ
た
が
、

比
率
は

-
％
で

都
市
人
口

ヽ

こ
よ
る
と

一
含

n
i

一
九
八

入
で
あ
る
。

五
年
現
在
、

二

0
二
五

国
連
の
統

か
ら
都
市
へ
の
人
口
流

あ
る
。

そ
れ
は
、

農
村

,_.;; 

向
け
て
大
き
な
課
題
が

とヽ

人
口
増
加
率
が
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
低
い
国
に
属
す
る
が

二
―
世
紀
に

今
回
の
訪
問
を
終
え
気
づ
い
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
人
口
の
面
か
ら
み
る

影
糊
を
強
く
受
け
た
国
な
ど
で
あ
っ
た
。

水
準
が
高
い
、

人
口
増
加
率
は
低
い
、

そ
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
し
て
の

筆
者
に
と
っ
て
ス
リ
ラ
ン
カ
国
訪
問
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

雑

感

育
、
人
口
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化
な
ど
で
あ
る
。

訪
問
前
、
ス
リ
ラ

資
機
材
供
与
を
通
じ
て
の
家
族
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
強

一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
の
同
基
金
の
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
‘

妊
具
の
供
与
‘

家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
の
普
通
、

ン
カ
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
紅
茶
の
生
産
国
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
教
育

化
を
計
っ
て
い
る
。

協
力
内
容
と
し
て
訓
練

人
ロ
・
家
族
福
祉
従
事
者
へ
の
教 避
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う
な
不
安
を
解
消
し
、

~
ポ
ャ
は
満
月
の
こ
と
で
月
に
一
皿
あ
る
休
日

一
日
も
早
く
安
心
し
て
訪
問
で
き
る
国
に
な
っ
て
欲
し
い
。

こ
な
る
。

と

仏
教
国
で
日
本
人
に
も
親
し
み
や
す
い
ス
リ
ラ
ン
カ
国
が

こ
の
よ

問
者
に
と
っ
て
、
観
光
あ
る
い
は
視
察
を
す
る
に
あ
た
り
、

駐
在
の

H
本
人
関
係
者
か
ら
の
情
報
が
入
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
外
国
か
ら
の
訪

そ
の
理
由
は

て

ぃ
た

が
ヽ

訪
問
予
定
日
に
な
っ
て
突
然
キ
ャ
ン
デ
ィ
訪
問
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

事
実

ア
諸
国
と
比
べ
、

最
後
に
、
農
業
国
そ
し
て
観
光
国
と
し
て
の
ス
リ
ラ
ン
カ
に
望
ま
れ
る
こ
と
は
‘

今
回
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
農
村
見
学
及
び
農
業
関
係
機
関
の
訪
間
を
予
定
し

キ
ャ
ン
デ
ィ
に
通
じ
る
道
に
テ
ロ
が
お
り
危
険
な
状
態
に
あ
る
と

突
然
の
通
告
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
に
な
る
こ
と
は
ス
リ
ラ
ン
カ
国
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
す
る
こ

（
注

1
)
ポ
ャ
テ
ィ

(
P
o
y
a
d
a
y
)
 

何
ん
と
言
っ
て
も
政
治
不
安
の
解
消
で
あ
る
。

中
の
交
通
ラ
ッ
シ
ュ
は
東
京
並
で
あ
っ
た
。

層
ビ
ル
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ヽ

し
か
し

旧

市

街

の

道

路

事

情

は

悪

く

日

商
業
地
区
は
、
新
し
い
ビ
ル
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

低
層
ビ
ル
が
高

を
清
掃
し
て
い
る
光
景
を
何
度
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
‘
旧
市
街
に
あ
る

街
の
消
掃
が
行
き
届
い
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。

日
中
、
道
路

前
述
‘

都
市
化
の
関
連
に
な
る
が
、

コ
ロ
ン
ボ
市
内
を
見
た
場
合
、
他
の
ア
ジ

よ
り
医
療
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、
乳
児
死
亡
率
が
低
い
が
、

の
逆
の
状
況
に
あ
る
こ
と
は
‘
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

ス
リ
ラ
ン
カ
が
そ

ン
ボ
は
四

0
•

八
協
で
あ
っ
た
。

一
般
的
に
ど
こ
の
国
も
都
市
部
の
方
が
農
村
部

ス
リ
ラ
ン
カ
の
年
平
均
乳
児
死
亡
率
は
二
八
•
四
協
で
あ
っ
た
が

率
が
一
部
農
村
部
よ
り
都
市
部
が
高
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

て
農
村
・
農
業
の
一
層
の
近
代
化
が
望
ま
れ
る
。

他
の
国
に
見
ら
れ
な
い
現
象
と
し
て
、

ま
た
‘

ス
リ
ラ
ン
カ
国
は

ロ
ン
ボ
を
は
じ
め
多
く
の
都
市
で
の
雇
用
の
機
会
の
創
出

住
居
の
拡
充
、

一
九
八
三
年
現
在

同
年
の
コ
ロ

乳
児
死
亡
そ
し
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5
月

24
日

15 
日

4
月

10
日
ー

於

‘

亦

坂

プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

口
役
貝
の
改
選
に
つ
い
て

（二）
本
協
会
理
事
会
開
催
。

H
昭
和
六
三
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
。

平
成
元
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
。

「
富
士
の
間
」

交
流
、
東
京
厚
生
年
金
病
院
視
察
等
を
実
施
。

首
相
他
三
名
）
、
国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
議
貝
団
受
入

E
 
PDA• 

m謡

(
M
.
A
 ・
モ
テ
ィ
ン
副 I 
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九 九 十九
七 七 七
四 四 十三

四
I 四 十

十 十
五 八

ヽ

9 9 シ ア
宣 食 衆国 ア ジ

゜
。言 糧 斉 際 そ 国 ‘ア

プ人要各八書 と 世参人 官 Wf, の阿佐岸会フ 人
を 口請国月署 人 界超口 庁 他部藤 議イ ロ
と す政及名 ロ で党問 ‘レ 昭 信員 リ 事
る 食る府ぴ .. に 初派題 マ I 吾隆介＾ピ情
こ糧五に＋佐 関 の議議 スパ ヽ 日 ン視ヘ
と 問項現ー藤 す 試員員 コ I 山団本-察
を題 目実月 る みー懇 ミ

ヽ
崎長- 団

要解か的の隆 宣 で一談
係関 夕J 

コ毛 、―/ 派
請決 ら且世 言 あ九会 男 ‘ 遣
しの成つ界 b る 名し 等イ ‘田

’ 
た為る果人 ゜で設 デ 加中 イ
宜

ヽ
゜敢口 国 発立 イ 藤龍 ン

言国 な へ連 足ヘ ン シ夫 ド
文連 諸食 於式 ° ム云 グ ズ

ヽ ヽ

゜に 政糧 ・・ 典 長 ス 工八 夕
リ 策会 国 .. ‘田 イ
I を議 連 岸 花 貞

ヽ

ダ 採に 本 村 義 イ
I る 先 部 信 仁 ヽ

ン

シ よ 立
ヽ

介 八 ド
ツ う ち ヽ 郎 ネ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ll． 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
議
員
活
動
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＾ 九九 九 八九
七 七 七
三七 四 十四

I 九

十八 九 十
＼ 

八

・-・ 十

ジ 中 7 7 

゜
顧 国ル南 参 I 堂斉 第

を先 U 大問吉安岸会 ‘米 加 P 森藤 二

結進 N 来団寺孫 議ア家 国 U 芳邦 回

成国 F 佐＾ 子信貝 メ族 .. 列 夫吉
さ に P 武十宏藤介＾ リ 計 提 ゴ佐六国

ヽ 国ヽ

せ も A 郎六 ‘吉＾八カ画 唱食藤十議 柏元 際

る
、一
‘名他 ‘団名 ‘視 ゜糧 五会 原厚 人

ベ途名花- 和長-力察 と 隆力 同 ヤ生 ロ
く 上 ‘村 田- ナ団 人代国盟 ス大 ム云

‘国事仁 耕
ヽ

ダ＾ ロ議 ム云 ‘臣 隠
各に務八 作佐 ~ メ 問士 議 中-
国 も局郎 ‘藤 キ 題

L 

沢

立 ‘五 阿 シ L 伊八
法人名他 部隆 コ ラ 登田
府口 昭

ヽ ヽ

イ 子貞’ ＾ 議問 吾住 コ ス 於 義総於
員題

ヽ
ロ .. 他 ‘勢・・

に議 福栄 ン ノゞ 東 佐 プ
呼員 岡作 ビ ン 藤四 力
ぴグ 義

ヽ
ア ク 五レ

かル ヌ立
ヽ

構 隆 0 ス
け I ヽ

プ 想 京 'O  卜
たプ ラ を

ヽ 人-
゜
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九 十九 三九 十九
七 七 七 二七
九 十八 ニ八 七

干" 十 五

I 
八 I 十＝ 十 二

I 
十 十
七 こ
,_, 

十
ヽ

7 7 ゴ
日 I 日 I 

゜゚
参 人

゜ ゜
日 参 人

゜
本 p 

゜
本 p 予運 加 ロ 国議一本加 ロ

ゴ側

゜
開側

゜
算営 国 と 際員 九側国 と

宜参 p 催参 p 委 ．． 開 議へ七 ．． .. 開

言加 国 国加 国 貝 四 メ 米 発 貝 の七佐 日 発
L 
者 際 、．者 際 メ 十 キ

ヽ 列 会呼年藤
ヽ
先

の ．． ム云

゜
．． ム云 ン 名 シ 英 I 国 議ぴ九 米 進

訊佐 議 主佐 議 " ヽ コ
第夏

のか 月 隆
ヽ
国

案藤 準 催藤 準 I 
ヽ
‘加 開け の ‘英 ム云

作 備 機 備 国日プ‘―議 催 ゜中和
ヽ

＾議
成隆 委 関隆 委 ‘本ラ西回員 に 南 田加 ロ L 

ヽ
員

ヽ 貝 ° ヘジ独 国 ヘ つ 米耕
ヽ ン

゜
他 会

゜
他 食 参十ル, I し、 視作西 ド

ムコ
L 

議 加名‘イ際 p て 察 ‘独 ン

議 題 国-コ ンム云 o 討 に 土へ
ヽ

.-. --
規 ＾第 etc 於第 ‘ ロド 議 p 議 引井五 ボ
疋ヽ 於三

ヽ ．． 0 ン 、準- ゜ 続た 力 ン
議 ビス悶東ヽ ．． 回 に チ 回 き か 国

ヽ

。 メ
ヽ つ

ュ ,_, 
事 アリ 議 京 各子 .. ベ

日 キ し、 二 日ヘラ会 国 十ル

程 シ て ジ 程 九 ン I 議 立 I， ヽ リ

ア
ヽ
力 力

L 

法 名 ンetc コ
ヽ ヽ 国 府

、、
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九九 八 九
八 七
+ 0 二九

I 
十
＇ " 十九 九 i 八

ヽ

,_, 

ゴ 7 

日 参会資 日 参 I 

゜
本 加議源 合 本 加 p 

開 日 側 国 L ロ え 人 側 国

゜催本 .. .. 人 ヽ
ン る 口 " .. p 

を は 佐 ピ シ 口 が ヨ こ ＇，ポ に 問柏岸総他六 国
提 オ 藤 ン ン 開 I の コ で到題原 勢 ‘十際

案プ ‘ガ 開 九 九 か ロ 宜 ロ 開 つ議ヤ信 国 四会
゜ザ隆 イ ポ 発 八 八 れ ツ 言 ン 催 た 員 ス 介五連 力 議
A ロ I 

ヽ
ン I に た パに ポ ゜ の グ ‘五各 国し

意パ住 ド Iレ 関 年 年 ゜
ヽ

よ 宣 でル 佐 0 機
を I ネ

ヽ す 十 十 ア り 言
ヽ

I 藤名 関
取 と 栄 シ マへ る 二十 七 ジ ‘“ u プ
付 し 作ア レ 於ア 月 月 月 月 ア 一採 N 

ヽ
隆 I 

け て
ヽ

I .. セ の九択 F 結
ヽ p 、一．

た 参井五 シ ク ア ~ ヤ プに 仏 中 於 ケ 各八 p 成 石 p ヘ

゜加 上 力 ア ア ン 予 ネ ラ 於 ‘国 て 大一 A 国 本 F 於
を 晋国

ヽ
ラ 国 -疋 ィ ジ て ス の ャ 陸年 に 等 ．． 

し 方-夕 ル会 ヽ ロ )レ 卜 北 の で
ヽ

慟十 茂 ス
イ ン 議 に の ラ 京 ナ の ア き 五

ヽ
リ

北
‘プ貝 於 リ ス に イ 人 フ か 力 中 ラ

京
フ I 代 て オ プ於 ロ ロ リ け 国 村 ン

ムコ
イ ル表 デ I て ビ ム云 力

ヽ
を 啓 力

議
リ -者 ジ Iレ に 議

ヽ

コ 超 ヽ

ヽ
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六九 九 九 九
八 八 八 八
十一

゜九
二 十I 一

ノ‘

十 ＋ 
ヽ

ゴ 佐 第 7 ゴ

B 参第 人 ア 藤 参一人 佐 日 人

本 加二 ロ

゜
ド

゜
加 回 ロ

゜
藤 ロ
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昭和58年度

1 . 中華人民共和国人口家族計画甚礎調壺報告書

Basic Survey on Population and Family Planning 

in the People's Republic of China (英語版）

生育率和生活水平芙系中日合作淵査研究恨告屯

（中国語版）

昭和59年度

1 . アジア諸国の農村人口と農数開発に関する調脊報告書

—ーインド国＿

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development in Asian Countries 

-India― （英語版）

2. 東南アジア諸国等人口• 開発基礎調査報告書

—ータイ国＿

Report on the Basic Survey of Population and Deve -

4 . Survey of Fertility and Living Standards in Chinese 

Rural Areas -Data - All the households of two 

villages in Jilin Province surveyed by questionnaires 

（英語版）

芙干中国衣村的人口生育率与生活水平的渭査恨告

一対干吉林省丙介村避行全戸面談凋企的結果

＝統汁場＝ （中国語版）

5. スライド 日本の農業、農村開発と人口

―その軌跡一 （日本語版）

Agricultural & Rural Development and, Population 

in Japan (英語版）

日本衣立衣村的友展和人口的推移（中国語版）

Perkembangan Pertanian, Masyarakat Desa Dan 

Kependudukan Di Japang (インドネシア語版）

（以上4カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました。）
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